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が（山下・松田， 2011），本研究ではこの教育実践の

詳細なデータを提示して その成果と課題を検討する

ものである

2. 国際宇宙ステーションについて

ISSはNASAが管理－運営している研究のための

宇宙ステーションである（http://www.nasa.gov/ 

directorates/heo/home/) ISSには，研究や実験，

地球や天体の観測を行うために宇宙飛行士が常時

2～3名乗船している（http://iss.jaxa.jp/education/ 

spaceschool/invitation.html）.最近乗船した日本人の

例では，古川聡宇宙飛行士が2011年6月 10日～同年

11月22日の間， ISSに滞在し各種業務に従事した．

3. 本教育実践の概要

(1)本教育実践の目標

本教育実践のねらい，デザインの視点などの特徴に

ついて以下に述べる

1) 教育実践の位置づけ

本実践は，小学校から高校での正規の教育活動（特

別活動）と一部連携するものの，主として児童生徒を

対象とする社会教育活動として位置づけた．

2) 教育実践のねらい

本教育実践では，次のことをねらいとした．

ISSに滞在している古川聡宇宙飛行士との通信を主

とした教育交信イベントを通して，宇宙や宇宙開発に

ついての興味や関心を高めさせる

3) 教育実践活動の年間計画

2）のねらいを達成するため，本実践はメイン活動

と，メイン活動の事前学習としてのプレ活動，および

メイン活動の振り返りとしてのポスト活動から構成

し， 2011年4月～9月の約6カ月間で実施した（表 1)

(2）教育実践デザインの視点

1) カリキュラム言文言十

プレ活動は，メイン活動の事前指導として，宇宙飛

行士への質問の内容を考えさせる実践を通して宇宙や

ISSに関する知識や関心を児童生徒に深めさせること

をねらいとしたこの活動は参加希望者が所属する各

学校において，教員から児童生徒の実態に合わせた指

導を行うこととした

本教育実践への参加対象は秋田県内の児童生徒とし

た対象となる校種・学年が幅広いため，小学生中学

年程度の児童が理解できる内容になるよう留意した

ポスト活動では，メイン活動の事後学習としてメイ

ン活動を体験した児童生徒の気持ちを自分自身で再認

識させるとともに，その内容を表現させるために作文

コンクールを実施した コンクール形式にしたのは，

児童生徒のポスト活動に対する動機づけとするためで

ある

2) 児童生徒からの質問項目の選定における工夫

メイン活動で児童生徒が宇宙飛行士に向けて行う質

問は，教育交信イベントの実施前に ］AXAおよび

NASAの認証が必要である．その際，過去の教育交

信イベントでの質問項目との重複の回避などが求めら

れる．筆者らは宇宙飛行士に質問する見童生徒（以

下，質問児童生徒）を募集する際に， l回のイベント

として NASAへ申請可能な質問者数（20名）を選出

するにあたり，次のような工夫をした．

－質問内容の検討を児童生徒の所属校教員も行えるよ

う，学校を通じて質問を応募すること

－本などで調べてわかる内容ではなし宇宙飛行士な

らではの回答が得られる質問を優先すること

－小学校～高校の各教員もしくは教員経験者が選考を

行うことで，選定する質問の校種間のバランスを取る

こと

－複数回の選考を行い 段階的に質問児童生徒を選定

する過程で，応募質問内容の再修正を可能にし事前

学習の成果を発揮できる機会を設けること

－第 l回の選考に漏れた児童生徒に，再応募の機会を

与えて興味や関心が途切れないようにすること（次章

(1）の 2）参照）

(3）遠隔授業システムの概要

ISSと日本国内会場の画像・音声データ送受信シス

テムの概要は次のとおりである

ISSに設置したビデオカメラからの画像と音声デー

タは，通信衛星経由で NASAの地上局で受信され，

NASAはこれらのデータを通信衛星経由で国内会場

に送信する． 日本会場からは音声信号のみを送信する

ことが可能で， NASAの地上局，通信衛星経由で ISS

に届けられる

4. 教育実践

(1) プレ活動

本実践でメイン活動に参加することになった児童生

徒の所属校は，秋田県内の小学校3校，中学校 3校，

高校 1校の計7校であった以下に事前指導としての

プレ活動の例を紹介する
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1) 小学校の例

学校名：秋田市立 C小学校

指導者：理科担当教員 l名

日時： 2011年 6月23日（木）午後 3時 40分～4

時20分

ねらしに宇宙飛行士の仕事，近年の宇宙開発技術の

概要を紹介し宇宙や宇宙開発への興味・関心を高め

る契機とする

内 容：古川宇宙飛行士の紹介 DVD視聴および書

籍による調べ学習

教材： DVD「ニッポンのお医者さん，宇宙へ行

く」（http://www.jaxa.jp/archives/video/issj.html) , 

書籍『SPACEGUIDE スペースガイド 2011』（アス

トロアーツ， 2011)

参加者： 5年生 5名， 6年生6名，計 11名

見童の様子：教育交信イベントに興味のある児童が

集まっていることもあり，とても熱心に DVDを視聴

してメモを取ったり 教材の図書を読む姿が見られた

りしたまた，図書を持ち帰った児童には，家族とと

もに読んだという報告もあった．

2) 中学校の例

以下に示す例では，メイン活動で行う質問項目が適

切な内容になるまで学校における事前学習を 3回

行った

学校名： A大学教育文化学部附属中学校

指導者：理科教員 l名

第 I回

日時： 5月6日（金）午後 1時 15分～1時30分

主 題：古川宇宙飛行士との交信イベントについて

ねらい：教育交信イベントを紹介し，日本の宇宙開

発について興味をもたせる契機とする

内 容：イベントの紹介および質問応募の説明

参加者： 1年生 6名， 2年生 4名， 3年生 2名，計

12名．（以下，第 3固まで同じ生徒が参加）

第 2回

日時： 5月 10日（火）午後4時0分～4時 30分

主題：古川宇宙飛行士と ISSについて

ねらい．古川宇宙飛行士の紹介をし，どのようにし

て宇宙飛行士になったか， ISSの概要を理解させるこ

とで，質問内容を充実させる

内 容：古川宇宙飛行士についての紹介 DVDを視

聴して，人物の様子をとらえる. ISSの概要を理解す

る

教材： DVD「ニッポンのお医者さん，宇宙へ行

く」

第 3回

日時： 5月 13日（金）午後3時20分～3時25分

主題：質問再募集について

ねらい：質問のポイントを説明して再考を促し，質

問内容を充実させる

内 容： l回目の質問内容では，古川宇宙飛行士が

自分自身で答えられないものや，過去に重複するもの

があり，熟慮しないといけないことに気づかせた

3) 高校の例

学校名：秋田県立Y高等学校

指導者：地学部顧問の教員 l名

詳細な実践記録は残されていないので，以下に概略

のみ示す．この高校では 先の A大学附属中学校同

様メイン活動で行う質問項目が適切な内容になるま

で，学校における事前学習を 4回行っている

参加者は， 3回とも 3年生 l名 2年生 4名の計5

名である．内容は，第 l回では国際宇宙ステーション

の役割，古川聡宇宙飛行士について，宇宙飛行士への

質問について，第 2回では国際宇宙開発の今後の展望

について，第 3回では古川宇宙飛行士への質問内容の

検討，第 4回では質問提出書英語版の最終チェックで

あった

(2）メイン活動

1) 実施日時

2011年 7月28日（木）午後8時O分～10時O分

2) 実施状況

・ ISS 

場所：国際宇宙ステーション「きぼう」日本実験

棟

講師：古川聡宇宙飛行士

．秋田大学会場

場所：秋田大学 60周年記念ホール（メイン会場）

および，教育文化学部 3号館 3-255（サブ会場）．サ

ブ会場ではテレビ会議システムを使用してメイン会場

の様子を上映した

質問児童生徒： 20名（小学生 6名，中学生 10名，

高校生 4名）

参観児童生徒： 116名（小学生 99名，中学生 17

名）

大人参観者： 201名（大学生・大学院生 6名，教員

6名，保護者・児童生徒家族ほか 189名）

会場展示：宇宙開発に関する教育研究例として，秋

田大学の学生が中心となって取り組んでいるモデルロ
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表 1 教育実践活動の概要

時期 活動 行事名（配当時間） 内容 活動場所 主な指導者

4月～7月 プレ活 事前学習 干どに国｜や宇宙開発な 質問属児童校生，児徒

上旬 動 （各校により異なる）
関する調べ学 の所 所属校教員

習 童生徒の家庭

受付、展示見学（60分）
ASSPによるロケット
展示など

開会行事（10分） 開会挨拶
学生によるスフイドショー 月や火星、木星探

秋田大学学生
7月28日

メイン 作品上映（15分） 査のドラマ 秋田大学教育
活動

講演（35分）
小惑星探査機「は 文化学部

JAXA名誉教授
やぶさ」について

教育交信イベント（20分）
古川宇宙飛行士と

古川宇宙飛行士
の一問一答

閉会行事（15分） 閉会挨拶など
7月29日

ポスト メイン活動の体験に
’‘・’ 作文コンクール （特になし） 所属校教員
8月31日

活動 関する作文執筆

ケットおよびパネル展示による活動（秋田大学学生宇

宙プロジェクト，以下 ASSP）の紹介なとミを行った．

3) 活動の記録

メイン活動の構成は，秋田大学学生が作成した太陽

系探査を題材とした小学校中学年児童向けスライド

ショー作品上映，講演（講師；宇宙工学専攻の

]AXA名誉教授に宇宙飛行士との交信（］AXAの

「教育交信イベント」）の 3部構成とした（表 1)

スライドショー作品上映では サイエンスフィク

ション仕立てのドラマを学生が作成し惑星探査機に

より撮影された画像などをもとに，月や火星，小惑

星，木星やその衛星の地形や表面の様子などについて

解説した．

講演では，小惑星探査機「はやぶさ」の打ち上げか

ら帰還まで，機器の故障とその克服の経緯について，

科学者や技術者の取り組みについて具体的な解説が

あった

交信では，選出された質問児童生徒と宇宙飛行士と

の一問一答形式での音声による交信，およびISSから

のライブ映像の上映を行った交信時間は約 20分と

規定されており，予備質問者も含めて 20名の児童生

徒が待機したが，結果的に全員が質問することができ

た．質問内容を表2に示す．

(3）ポスト活動

ポスト活動では，質問児童生徒および参観児童生徒

を対象に作文コンクールを実施した

テーマは「宇宙について学んだこと，またこれから

学びたいこと」（作文の題名は自由）とし，メイン活

動に参加して，宇宙や宇宙開発技術などについて学ん

だこと，およびこれから学びたいと考えていることを

作文の題材とさせた

作品募集期間は，平成 23年7月29日（金）～8月31

日（水）とし，実行委員会による審査を経て 9月末に

優秀作品を選定，表彰した．

5. アンケート調査とその分析

(1）アンケー卜調査の目的

本教育実践の成果や課題を検討するために，メイン

活動終了直後に調査紙法でアンケートを行った

(2）質問児童生徒アンケート

1) 調査項目

宇宙飛行士へ質問した質問児童生徒（小学生～高校

生）を対象に調査紙法で，回答を求めた（資料 1)

アンケートでは宇宙や宇宙開発についての興味や関

心度を知るために，次のような自由記述回答の設問を

用意した．

①宇宙飛行士への質問に応募しようと思ったきっか

け．②宇宙飛行士への質問を考えるために主に何で調

べたか③宇宙飛行士への質問を考えるとき，だれか

に相談したか．④調べものをすることで，何について

の知識を得たか．⑤調べものをすることで，何につい

ての興味が湧いたか⑥宇宙飛行士から直接質問の答

えを聞けてどうだったか．⑦宇宙に関してこれから取

り組んでみたいことはあるか．⑧交信イベントについ

ての感想．

2) 結果

調査票は対象児童生徒 20名全員から回収できた

（回収率 100%に各項目について，回答内容を分類し
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表2 教育交信イベントにおける児童生徒による質問内容

質問No. 質 問 内 容（質問者の校種）

古川宇宙飛行士の笑顔の源はなんですか （小）

2 原子力発電所事故の収束に関して宇宙技術が応用可能なものはありますか （中）

3 
ISSに長期滞在するに当たって，精神心理面で安定を保つためのケアはどのように行われているの

でしょうか （高）

4 ISSの中では昼は暖かく夜は涼しく感じますか （小）

5 ISSの中で将棋のドミノ倒しは可能でしょうか？（中）

6 
今まで棟々なミッションをいろいろな国の人々と一緒に行なってこられたと思いますが，その経験

によって，自分自身が成長できたと思うことはなんですか （高）

7 宇宙ステーションの中でも，イベントやパーティなどをしますか （小）

8 
いろいろな国の宇宙飛行士さんがいらっしゃいますが，どのような時に日本人らしさを生かすこと

ができますか （中）

9 宇宙飛行士になるため古川宇宙飛行士が一番努力したことを教えてください （高）

10 宇宙で病気にならないためには，どのような方法や対策がありますか （小）

11 もし宇宙に誰かを連れて行くとしたら，誰を連れて行きたいですか （中）

12 宇宙科学の研究について，将来的に期待されていることを教えてください （高）

13 地球では，太陽の動きで朝と夜が分かりますが，宇宙ではどういう方法で分かるのですか （小）

14 古川宇宙飛行士が宇宙で行う実験で最も楽しみなものは何ですか （中）

15 宇宙に病気の菌はありますか （小）

16 古川宇宙飛行士が最も感動した体験について教えてください （中）

17 無重力状態の人体に対して，医学的に興味があることはなんですか （中）

18 古川宇宙飛行士が感心した宇宙ステーションで快適な衣食住を送るための工夫はなんですか（中）

19 骨粗震症の実験をしようと思ったのはなせeですか （中）

20 無重量状態では血圧が下がるようですが，体の変化をどのように感じることができますか （中）

てグラフに示す（図 l(a）～（h)). がわいた項目は「宇宙」の他，「宇宙開発」，「宇宙飛

3）分析 行士」「宇宙医学」．「宇宙実験」などさまざまであ

・応募の動機 る

図 l(a）を見ると，「宇宙への興味」が多く，「宇宙 図 1(f）を見ると，宇宙飛行士から直接回答を得た

飛行士と話したい」と併せ積極的な反応が 14名で ことについては，「うれしかった」といった反応が約

ある．そのほかは「先生から応募をすすめられた」 半数，その他はさまざまである

で，教員からの働きかけが応募に少なからず貢献した 図 1(g）を見ると，今後の取り組みについては，

ことがわかる． 「宇宙について調べてみたい」（宇宙の勉強） • I小惑星

・学習の方法と成果 探査について調べてみたい」（宇宙探査について学ぶ）

図 1(b), (c）を見ると．「インターネット」を用い などがある

て，家族もしくは先生や友人に相談しながら行った例 図 1(h）を見ると，イベントの感想については，

が多い． 「よかった」，「楽しかった」，「うれしかった」といっ

図 l(d).(e）を見ると，事前学習により「宇宙飛行 たものが多い．

士」ゃ「宇宙での生活」について知識を獲得し興味
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高校生（n=4)

0% 

0% 

50% 

50九

質問児童生徒アンケート集計・分類結果

10 

(b）問3 回答者数［名］

インターネット 川山川

本医ロ｜ ｜ ｜  
先生のプリント c:::I I I I 

新聞悶 ｜ ｜ ！ 
回答内容不明図 • : i 

利用素材なし国一」一一十＿_J 

(d）問5

宇宙飛行士 l
回答者数［名］

5 

宇宙での生活匡~

宇宙~

宇宙探査~

宇 宙 開 発 図

JAXA じ？？｛

n=20その他 g:zJ

（の問7

n=20 

国うれしかった

日よかった

図宇宙を身近に

感じた

ロその他

100首「一一一一一一一←
ι宇宙の勉強

E 宇宙探査について学ぶ

固宇宙開発への興味を深める

ロ宇宙医学について調べる

Imその他

ロなし
一一一一一一一一一一一←一一 一一一一 一」

100弘｜ 亘ヲ瓦しい 一一
図よかった ｜ 

B楽しい i 

図また参加したい ｜ 
図すばらしい経験 I 

図宇宙に行きたい i 

国宇宙に関心 ｜ 
図学習意欲向上 I 

目進路実現意欲向上 ｜ 
ロその他 ｜ 

10 

(a）問 2：質問に応募しようと思ったきっかけ，（b）問 3：質問のための調べ学習で用いた素材，（c）問 4：質問を

考えるにあたり相談した相手，（d）問 5：調べ学習で得た知識，（e）問 6・調べ学習で興味が湧いたことがら，（f)

問 7：宇宙飛行士から直接回答を聞けてどうだったか，（g）問 8：宇宙に関してこれから取り組んでみたいこと，

(h）開校教育交信イベントの感想



国際宇宙ステーションの宇宙飛行士との交信による遠隔授業 (7)-151 

(3）参観者アンケー卜

1) 調査項目

参観者（参観児童生徒および大人参観者）を対象に

調査紙法で， 10項目の設問への回答を無記名で求め

た調査票は，児童生徒用（資料2）と大人用に分け

た．なお，設問 2,3, 10については今回の分析内容と

の関連性が薄いため省略する

設問 l 性別と学年，学校名（年齢）

設問 4 宇宙についての学習歴（知識の情報源）

設問 5 宇宙についてのイベント参加歴

設問 6 イベントの満足度

次の各項目ごとに 5段階の尺度（「満足」，「やや満

足」，「普通」，「やや不満」，「不満」）により回答．①

学生による「宇宙人に会いに行こう！」の上映，②小

惑星探査機「はやぶさ」についての講演，③ ISS搭乗

宇宙飛行士との交信，④秋田大学学生宇宙プロジェク

ト（ASSP）の展示．

設問 7 子どもたちによる古川宇宙飛行士への質問

の中で．一番面白いと思ったものとその理由．

設問 8 イベントを終えて，宇宙について次の①～

⑥の項目について知りたいと思うかを， 5段階の尺度

（「とても知りたい」，「まあまあ知りたい」，「どちらで

もなし山「あまり知りたくなしリ，「全然知りたくな

しリ）により回答

①ロケットや宇宙船のこと，②ISSのこと，③宇宙

飛行士のこと，④宇宙医学のこと，⑤月や火星の調査

や探検，⑥太陽系外の天体のこと

設問 9 イベントの感想

(a) 

中2, 5. 9 

中1. 5. 9 

Jj¥6, 14.3 

幼稚園 0.8
小1, 9. 2 

16. 8 

16.8 

2) 結果

調査紙の配布枚数は 317枚（児童生徒 116枚，大人

201枚），回収枚数は 215枚（児童生徒 99枚，大人

116枚）で回収率は 67.8% （児童生徒 85.3%，大人

57.7%）である．これらの集計結果は，図 2～4のと

おりである

3) 分析

i) 参加者像

．参加者の年齢

設問 lの回答結果を図 2に示す これによると児童

生徒の大半は小学生で、あるが学年に偏りはない（図

2 (a））.大人の年齢層は 30,40歳代が大半を占め（図

2(b）），参加者の大半が児童生徒の保護者であると思

われる

－参加者の宇宙に関する学習歴

児童生徒の設問 4の回答によると，多い順から「キ

プラネタリウム」，「エテレビ番組」，「イ 本や雑

誌」，「ア 学校の授業」である（図 3(a））.秋田市内

やその近郊の学校では校外学習にプラネタリウムは取

り入れていないので，この項目を回答した児童生徒は

自主的にあるいは保護者の指導により宇宙に関する学

習をしていたと思われる．また，「ア」のみ回答した

児童生徒は凶答者の 1%未満（回答者 118人中 1人）

で．児童生徒のほぼ全員が学校の授業以外に宇宙につ

いて学習した経験を持っていた．

このように，メイン活動に参加した児童生徒のほぼ

全員が宇宙に興味・関心をある程度持っていたと思わ

れるが，学校の授業以外での学習はプラネタリウムや

マスメディアによる間接体験教材・素材を用いた例が

図中の数値は%

図2 参観者アンケートの集計・分類結果(1)

設問 1：学年もしくは年齢. (a）児童生徒，（b）大人
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(a) 

凹

ア

イ
ウ

エ
オ
力

陣キ

ク
ケ

コ
サ

未記入

(c) 

①（大）

（子）

②（大）

皿（子）

腎（（大）
(3) 
一（子）

公〕（大）

（子）

日大人

・児童生徒

。 10 20 30 

全回答者に占める割合［%］

0 20 40 60 80 100 

全回答者に占める割合［%］

園満足 ロやや満足 回普通 回やや不満 ・不満

(e) 

①（大）
（子）

②（大）
（子）

小（大）
凹軍（子）

腎④（大）
（子）

⑤）（大）
一（子）

⑧）（大）
一（子）

。 20 40 60 80 100 

全回答者に占める割合［%］

ロまあまあ知りたい図とても知りたい
白どちらでもない ・あまり知りたくない
・全然知りたくない

図3 参観者アンケートの集計・分類結果（2)

(b) 
ア

イ

ウ

皿
エ

担事
オ

力

キ

未記入

(d) 

2 
3 
4 
5 
6 
7 

E抑~ 富r岡
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 

回大人

・児童生徒

ト。 20 40 60 80 

全回答者に占める割合［%］

回大人

・児童生徒

。 10 20 30 40 

全回答者に占める割合［%］

(a）設問 4：これまで用いた宇宙についての知識の情報源，選択肢：ア．学校の授業，イ 本や雑誌，ウ．新聞記
事，エ テレビ番組，オ．インターネット，カ 博物館などの見学，キ．プラネタリウム，ク．天体観測，ケ
宇宙関係施設の見学 コ．宇宙のことを学ぶイベント，サ．その他（複数回答可）， (b）設問 5：宇宙についての
イベントへの参加歴，選択肢－ァ 秋田大学天文台の天体観察会，イ．ソユーズ宇宙船打上げライブ中継〔2011
年 6月8日実施〕，ウ. ISSへの入室ライブ中継〔2011年 6月 10日実施〕，エ．はやぶさ帰還カプセル見学ツ
アー〔20日年 7月2日実施〕，オ．小惑星探査機「はやぶさ」の講演会〔2011年 7月23日実施〕，カ．小惑星探
査機「はやぶさ」の講演会〔2010年 7月 13日実施〕キ．その他のイベント）（複数回答可）， (c）設問 6：活動の
満足度，①学生による作品上映，②講演，③教育交信イベント，④ ASSPによる展示，（大），大人；（子），児童
生徒，（d）設問 7：一番面白かった質問とその理由，質問番号は表2に同じ，（e）設問 8：宇宙に関する項目につい
て知りたいと思う度合い，①ロケットや宇宙船，②ISS，③宇宙飛行士，④宇宙医学，⑤月や火星の探査，⑥太陽
系外の天体，（大），大人；（子），児童生徒
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大半である

大人も児童生徒と似たような凪答であるが，上位に

「ア学校の授業」と「ウ 新聞記事」がほぼ同率で

入っている点が児童生徒とは異なっている

－参加者の宇宙に関するイベントへの参加歴

設問 5の選択肢「ア 秋田大学天文台の天体観察

会」は毎月 l回程度で定例的に開催しているイベント

で（毛利ほか， 2008），秋田市内で最も機会の多い宇

宙に関するイベントである 回答によると，「ァ」と

回答した者でも 10%程度であり 児童生徒，大人の

双方で宇宙に関するイベント参加の割合は低い（図 3

(b)) 

ii) イベントの評価

．メイン活動の満足度

設問 6では 5段階の尺度でメイン活動の 3行事と

ASSPによる展示について回答を得た．尺度のうち

「満足」および「やや満足」を合わせた回答率は，児

童生徒では，多い順に「③ISSとの中継・交信」，「①

学生による作品上演」，「④ ASSPによる展示」，「②

講演」である（図 3(c），以下①，②，③，④と略

記）．このように③について児童生徒の評価が高かっ

たほか，①の評価も高かった．これは①の作品が小学

生向けであったため，参加者の大半が小学生である児

童生徒の評価が高かったためと思われる

大人の回答では，多い順に③，②，①，④である

（凶 3(c)). 児童生徒の場合に比べ，②の評価が高い

点が目立つ．

－児童生徒による質問項目に対する参観者の評価

図3(d）は，設問 7で得られた児童生徒による質問

の人気度を示している．図中の質問番号は，筆者らイ

ベントの実行委員会による質問の選定）｜｜買（表 2）であ

る

図 3(d）より，参観者が一番面白いと思った質問の

上位 3件は．大人では質問 No.11. 13. 5，児童生徒では

質問 No.5.13.10および 15である．このうち，大人が

最も評価した質問 No.11 (116名中 16名，回答率

13.8%）に対し児童生徒は 119名中 2名（同 1.7%)

しか選んでいない．一方，児童生徒が最も評価した質

問 No.5 (119名中 25名，回答率 21.0%）に対し，大

人は 116名中 9名（同 7.8%）しか選んでいない．こ

のように，大人と児童生徒で評価が大きく食い違う質

問がある．質問 No.5では 宇宙飛行士が回答にあた

り，微小重力下での簡単な演示実験を交えたことが児

童生徒に強い印象を残したものと思われる．一方，大

人から評価の高かった質問 No.11について，宇宙飛

行士による回答が国際政治的視野を含むものであっ

た．このように，参観者は質問の評価にあたり宇宙飛

行士による回答と併せて評価をしたものと思われ，参

観者による人気度の順と質問内容のオリジナリティに

基づいた実行委員会による選定順位とは大きく異なっ

たと思われる

・メイン活動に関して知りたい項目

設問 8では，本イベントを終えて，宇宙開発技術や

太陽系科学に関し，「①ロケットや宇宙船のこと」，

「② ISSのこと」，「③宇宙飛行士のこと」，「④宇宙医

学のこと」，「⑤月や火星の調査や探検J，「⑥太陽系外

の天体のこと」（以下，①～⑥と略記）のそれぞれに

ついて知りたいと思うかどうかを 5段階の尺度で尋ね

た．これらの結果を図 3(e）に示す．

回答尺度の「とても知りたい」～「全然知りたくな

い」を， 5点～l点で数値化したとき，①～④および

⑥の各項目の平均値を児童生徒と大人とで比較したと

き，有意差はない（5%水 準 t検定による両側検定，

表 3）.これに対し，⑤の児童生徒と大人のそれぞれ

の平均値は 4.66(n=llO), 4.41 (n=108）である

5%水準で t検定（両側検定）を行ったところ

t= 2.49で境界値（1.97）を超えており，有意差が見

られたよって児童生徒のほうが大人よりも⑤につい

て知りたい人数の割合が高いと言える

児童生徒が⑤を比較的高く評価していることに関

表 3 参観者アンケート設問8各項目の平均値の差の検定（児童生徒と大人，質問児童生徒を含む）

児童生徒の四望号 ゴ人の回答
境検（商界定側値） 検t両定値領）lj 

数値化
標偏準差

標本数
数値化

標偏準差
標本数 t値 t検定の結果（有意水準5%)

した回答
［名］

した回答
［名］

の平均 の平均

設 1ロケットや干面船のこと 4.42 0.76 111 4.39 0.79 107 -0.30 1.97 0.768 平同値に差があるとはいえない
問 2宇宙スァーションの」と 4.60 0.76 110 4.60 0.70 107 一0.02 1.97 0.985 （向上）
8 3宇宙飛行士の』と 4.39 0.82 109 4.47 0.76 106 0.80 1.97 0.422 （向上）
の 4宇宙医学の」と 4.41 0.89 111 4.50 0.73 108 0.78 1.97 0.438 （同上）
項 5月や火星の調査や探検 4.66 0.64 110 4.41 0.84 108 -2.49 1.97 0.013 平均値L差があるといえる
目 6）太陽系外の天体の」と 4.58 0.70 110 4.46 0.75 108 -1.21 1.97 0.228 平均値に差があるとはいえない
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し設問6①「学生による作品上映」に対する満足度

の調査における，児童生徒による「満足」あるいはそ

れ以外の回答状況を表4にまとめる

「満足」とそれ以外の回答について比率の検定を行

うと，検定統計量 t=2.88で 5%水準の棄却限界 1.64

を超えている．このことから，「満足」と回答した児

童生徒の比率は，設問 8⑤で「とても知りたい」と回

答した児童生徒のほうがそれ以外を回答した児童生徒

よりも高い可能性があり，月や火星への興味・関心の

度合いと作品の満足度とに関連があるのかもしれな

し、

－感想の内容分類

設問 9で回答を求めたイベントの感想を，主な記述

内容に着目し，次の A～Fに分類した．

「A.宇宙について興味や関心が高くなったJ，「B.楽

しかった・よかった」，「c.宇宙について知ることが

できてよかった」，「D 古川宇宙飛行士と会えてよ

かった」，「E 貴重な体験をすることができた」，「F.

その他」．

分類結果を図 4に示す

楽しい体験ができたことや宇宙について知識を得た

とそれぞれ2割程度の児童生徒が回答し興味・関心

の向上を約 1割の児童生徒が回答している

大人では，「貴重な体験をすることができた」の感

想が3割弱であり，記述内容では「人生で一度の体験

をさせていただき参加して本当によかっと感じまし

た」といった例があり，これは ISSとの交信を指して

いると思われ，イベントの希少性が印象的であったと

思われる

(4）作文コンクール作品の分析

応募者数は合計 17名（小学生 13名，高校生 4名）

で，そのうち質問児童生徒は，小学生 3名，高校生 4

名であった 作品から，メイン活動の満足度，宇宙に

関する学習の動機づけ，事前学習の状況，児童生徒の

変容の様子，自主的な事後の学習の動機の各点につい

て該当すると思われる事例を抽出し，児童生徒の変容

の様子を分析する

表4 参観者アンケート設問 6①および設問 8⑤の回答状況

設 問6①の回答者数
満足 やや満足 普通 やや不満 不満

とても知りたい 60 11 6 2 。
設問8⑤の

まあまあ知りたい 11 7 2 。
どちらでもない 。 3 3 。 。

回答者数
あまり知りたくない 。 。 。 。
全然知りたくない 。 。 。 。 。

単位は［名］

(b) 
未記入， A, 11. 8 
20. 2 

(a) 未記入

23.3 

24.4 

c 3. 4 
F, 13. 4 

F, 23. 3 
D, 0. 0 

E, 27. 6 C, 21 0 
図中の数値は%

図4 参観者アンケートの集計・分類結果（3)

設問 9,(a）大人，（b）児童生徒，分類区分（A:宇宙について興味や関心が高くなった， B：楽しかった・よかっ

た， C：宇宙について知ることができてよかった， D：古川宇宙飛行士と会えてよかった， E：貴重な体験をするこ

とができた， F：その他）



国際宇宙ステーションの宇宙飛行士との交信による遠隔授業 (11)-155 

1) 質問児童・生徒作品の分析結果

①メイン活動のインパクト

メイン活動の満足度に関し， ISSとの交信が始まっ

た瞬間がとりわけ感動的であったことが作文から読み

取れる

｛作文例 1]

「ISSとの交信がつながったしゅん聞は，「わあ一本

物だ！リと思い，感動しました」（小学校 5年生児童

M，氏名イニシャル以下同様）

［作文例 2]

「そして，ついに古川宇宙飛行士とのライブ中継が

始まりましたスクリーンに古川宇宙飛行士の姿が映

し出された瞬間，会場が一気に歓声で沸き上がり，僕

の心臓も飛び上がりました

「古川さんだ！こっちを見ている！」

いや，本当は見えていないけれど，モニター画面に

映った古川さんは，僕のほうを見ているのです．言葉

が出ません．ただすごいの一言だけです．」（小学校6

年生児童 Y)

このような感動的な体験は，児童にとってインパク

トが大きかったと思われる．作文例 2に描写された会

場内の様子からは，多くの会場参加者にとっても ISS

との交信開始が印象的であったと推測される

②宇宙に関する学習の動機づけ

宇宙飛行士へ直接質問で、きることは，宇宙に関心の

ある児童生徒にとってたいへん強い学習の動機づけと

なるようである

［作文例 3]

「（質問提出を，筆者注）申し込むためには，「ISS

について」「古川さんについて」そして，「秋田県にお

ける宇宙開発技術の歴史について」の三つを調べ学習

することが課題でした．たくさんある資料の中から要

点をまとめることが， とても難しく，途中で断念した

くなりましたが，「古川さんと話したい」という一心

で最後まであきらめずに調べることができました．最

終選考者に内定したときは，まさに天（宇宙）にも昇

るくらい，うれしかったです．」（小学校 6年生児童

S) 

この児童にとっては，メイン活動に応募することが

学習の動機づけとなったことがわかる．事後の学習へ

の動機づけとなった例としては次のものがある

［作文例 4]

「今回．僕は古川さんに 50以上の質問を考えまし

た．直接聞くことのできなかった残りの答えを，僕は

これから自分で見つけていきたいと思います．」（小学

校 4年生児童 Y)

③事前学習での取り組みの実態

質問児童の作文には，事前学習の様子がわかるもの

がある

【作文例 5]

「秋田にゆかりのある糸川英夫先生のペンシルロ

ケット実験や能代のロケット実験場，世界の宇宙研

究，国際宇宙ステーションの歴史と現在の役割につい

てなど，読んだ本とインターネットから印刷した資料

の量は， もう一生分の勉強をしたのではないかと思え

るくらいでした」（小学校4年生児童 Y)

この作文からは学校における事前指導とは別に，自

主的に学習に励んだ様子がうかがえる

また，別の質問児童の作文には事前学習の取り組み

のおかげでメイン活動の満足感が得られた例があっ

fこ．

［作文例 6]

「事前に調べ学習をしていたことで交信イベントの

当日は，楽しく学べました」（小学校 5年生児童 M)

④児童生徒の変容の様子

自分自身の進路は確定しないが，教育交信イベント

における古川宇宙飛行士からのメッセージ（「さまざ

まなことに興味を持つこと」 「夢を持つこと」，「夢に

向かつて努力すること」）を聞いて，進路目標を定め

てそれに向かつて努力したいという作文が l例あった

（高校2年生生徒 M)

2) 非質問児童・生徒作品の分析結果

⑤自主的な事後の学習の動機

メイン活動に参加したのち 自主的な学習に取り組

んだ例が，質問児童の作文に見られた．

［作文例 7]

「わたしは，ぎ問に思ったことの中から三つのこと

について調べました．（中略）わたしは，宇宙ではど

のようにして朝夕がわかるのですかと（古川宇宙飛行

士に，著者注）質問しました．ホルモンによって体内

時言十がうまく｛動き，体；でわかるとのことでした．そこ

で体内時計とホルモンについて調べました．」（小学校

5年生児童 M)

この例では，宇宙飛行士から回答をもらったことを

きっかけとして，児童が自主的に学習に取り組んだこ

とがわかる

2) 非質問児童・生徒作品の分析結果

作文には児童がメイン活動前後で変容した様子がよ
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くわかるものが3例あった．

引用が長くなるのを避けるために途中省略するが，

次の作文には宇宙に関する理解が深まったことによ

か宇宙への関心が高まった様子が表現されている

［作文例 8]

「「000（作文執筆児童氏名，省略）は，うちゅう

にいってみたい？」

あきただいがくに，うちゅうひこうしの古川さんと

こうしんするイベントにいくと中，おとうさんにしつ

もんされました．わたしは「いきたくないよ．」とこ

たえました．（中略）

古川さんとのこうしんイベントのかえりみち，わた

しは，すこしうちゅうがすきになっていました

うちゅうについて， しっていることをすこしずつふ

やしていきたいです うちゅうにふあんなきもちがな

くなってくるし，こんど，「うちゅうにいってみた

い？」と，きかれたら，大きなこえで，「いってみた

い．」と，こたえたいです．」（小学校 1年生児童 Y)

次に引用する作文の作者は宇宙に対する関心が高ま

るとともに，宇宙関連の職業を選択することなどにつ

いての意識も高まっていることがわかる

【作文例 9]

「ぼくが，今，一番好きなことは，宇宙について考

える，調べることです．（中略）かっこいいな，ぼく

もこうなりたい，宇宙に行きたい，宇宙の仕事につき

たい，宇宙から見た地球を見てみたい，地球にはない

ものを見てみたいやってみたいとたくさんの思いが芽

生えてきました．」（小学校6年生児童S)

ほかにも，職業選択に関し自分の希望をより明確に

できた作文例が2例（小学生4年生児童 O,I)ある

次に引用する作文の作者は事前学習（学校での指導

や小惑星探査機はやぶさの帰還カプセル見学）にも参

加した．変容した内容の詳細は書かれていないが，こ

の児童は漠然としていた宇宙観が変化したと自覚した

ことが表現されている

［作文例 10]

「今まで，「ただ広いところ」なんて思っていた宇宙

がいろんなイベントに参加して，見方が変わり，少し

近づいたように感じた．」（小学校6年生児童 S)

6. 成果と課題

(1）本実践の満足度

参観児童生徒向けアンケートのイベントの満足度に

関する設問 6では，③ISSとの中継，交信が極めて満

足度が高かった．また，同じアンケートの設問 9（感

想）では，回答者のうち 50.4%（回答「B」，「C」，

「D」の合計）の記述に，楽しかった，良かったと書

かれている．作文コンクール作品からも， ISSとの交

信で質問児童が感動した体験を述べた例がある

参観大人向けアンケートでは イベントの満足度に

関する設問 6では，③ISSとの中継，交信が児童生徒

同様，極めて満足度が高かった

これらのことから，質問児童生徒，参観者ともに

ISSとの交信に満足したものと考えられる．それで

は，満足度の高さの要因は何だろうか．

会場と ISSとの間で画像と音声が結ぼれる 通信回

線の接続先が宇宙空間であるというだけで＼作文例

1, 2に見られるような大きな感動を児童生徒にもた

らす．これは宇宙という世界の非日常性とそこにある

ISSとのライブ中継という同時性，双方向性が，児童

生徒にとって極めて大きな魅力となっているように思

われる．遠隔授業の特性を活かせた実践であったと思

われる

(2）教育上の効果

1) 主体的な学習機会の拡大

質問児童生徒のほとんどが家族や先生・友人と相談

しながら宇宙についてイベント前に調べ学習を行った

こと，また宇宙に関するイベントに普段は参加しない

児童生徒や大人がメイン活動に参加したことから，宇

宙に関する主体的な学習機会の拡大として意義があっ

たと言える

2) ねらいの達成度

本教育実践のねらいは， 3の (1）の 2）で述べたよ

うに，児童生徒に宇宙や宇宙開発についての興味や関

心を高めさせることにあった．

質問児童生徒向けアンケートの調査項目⑤（宇宙飛

行士への質問のために調べる過程で興味が湧いた事

項）の回答（図 l(e））を見ると，「宇宙（全般）」，「宇

宙開発」，また「ISS」ゃ「ISSでの生活」についてな

どがあり，児童生徒の多くが興味を持ったことがわか

る

一方，参観児童生徒では，アンケートの設問 8にお

いて，「①ロケットや宇宙船のこと」，「② ISSのこ

と」，「③宇宙飛行士のことJ，「④宇宙医学のこと」，

「⑤月や火星の調査や探検」，「⑥太陽系外の天体のこ

と」のそれぞれについて，約 8割の児童が意欲を示し

たまた，設問 9（感想）の分類結果では，宇宙や宇

宙開発について興味・関心が高まったと思われる感想
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が，回答者の約 1割に見られた作文例 8のように，

宇宙に関心が高まった記述，作文例 9のように宇宙に

関する職業に関心が高まった例が見られた．

このように，事前学習では児童生徒によって項目は

異なるが，宇宙や宇宙開発について興味・関心を高め

ることがおおむねできた．メイン活動では，参観児童

生徒の多くが興味・関心を示したが，そのうち一部の

児童生徒に興味・関心の向上が見られた可能性があ

る

3) その他の効果

①職業・進路に関する意識向上

作文コンクールの作品には，宇宙への関心とともに

宇宙関連職業についての意識が高まった例，職業・進

路選択に関し自分の志望がより明確になった例（作文

例9ほか計3件）があり，職業・進路に関する意識向

上の記述が，質問者，非質問者にかかわらず作品から

読み取れた

②学習の動機づけ

作文作品（作文例 3.4）によると，質問児童にとっ

て本実践は宇宙に関する学習の動機づけとすることが

でき，メイン活動の前後に自主的な学習に取り組んだ

児童がいたことがわかる

(3）課題

1) 児童生徒からの質問の選定のあり方

参観者アンケート設問 7で、たずねた質問項目の反応

率は，児童生徒，大人そして実行委員会の評価順が異

なっていた（図 3(d））.このことは，事前に質問を

選考する際に，次に述べるような大人だけの視点で選

考したものが児童生徒の満足度を高めることに必ずし

もつながらないことを示している．それでは選考にあ

たりどのような点に留意すればよいのか

ISSとの教育交信イベントにおいて何を質問させる

かの決定権は，今回の実践では実行委員会（大学院学

生，小～大学教員など）およびJAXAの担当者とい

う大人側にあった．教育交信イベント参加者による評

価を高めるのであれば参加者の多くを占める児童から

の評価が高まるような質問を選定すればよい．大人側

は，貴重な交信イベントにおいては，宇宙について児

童生徒が学習すればわかるような質問は避けたいと考

える．このことに比重を置いて質問を選定した結果，

選考を通過する質問数が少なくなるという事態が生じ

た 質問選定の視点を児童や生徒にどのように伝える

かが課題の一つである

2) 事前学習の充実

先に検討したように，宇宙や宇宙開発について興

味・関心を高めさせる上で事前学習が重要である．事

前学習を学校単位で充実させることができたのは，質

問申込者が複数いた学校であり，児童個人が申し込み

を希望した場合は学校教員の個人指導に依存する形と

なった．このように事前学習の実態は学校によって差

異が生じることとなるため，宇宙飛行士への質問応募

希望者全員に充実した事前学習の場を提供できたかど

うかはわからない．

前項目で述べた課題と関係するが，事前学習を充実

させて宇宙環境や宇宙開発に関する基礎的な知識や理

解を深めさせれば，大人側が期待するような質問が増

えた可能性はある

谷垣（2005）によると，事前学習として宇宙飛行士

や JAXA職員による講演を行い効果を高める工夫も

あるようだが，あとで述べるように教育交信イベント

の実施費用負担がいっそう大きくなるため，実際的な

解決とは言い切れない

以上のことから，本実践のように複数校の児童生徒

を対象とする教育交信イベントの事前学習を充実させ

る方策の検討が課題である

3) 総合学習としての教材開発の方向性

前項目で述べた事前学習の充実の際に求められるの

が教材の開発である

例えば米国で NASAが実施している「航行中教育

ダウンリンク」は，米国の理数系総合教育である

STEM教育の実践となるよう計画されている

(Marks. 2007). STEMのような，理科，数学のほか

技術などの内容を統合した教科に近いのは，日本では

総合的な学習の時間である 本教育実践は社会教育活

動の一環として実践したものだが，先に述べたように

学校教育活動（特別活動）と連携した部分もある．今

回は各学校での特別活動の一部として実施したが，本

実践を米国での例のように教科横断的な学習活動とし

て総合的な学習の時間で実施することも考えられる

その際，各校種の学習指導要領に準拠した教材が乏し

いことが事前学習の促進を妨げる要因になると思われ

る．学校と連携して行う場合には，小学校～高校学習

指導要領の理科や算数・数学などの学習項目と連動し

た教材の開発が必要である 米国で毎年開催される宇

宙教育に関するワークショップでは，米国内の教育ス

タンダードに準拠した教材の紹介や演示が行われてい

るけ｜｜村， 2005,2006). 教材開発とともにこのような
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教材普及の場も求められるだろう

4) 実施費用の確保

本実践を実施するにあたり 教育交信イベントのメ

イン会場と NASAとの聞の臨時電話・通信回線の設

置，会場の音声・映像関連設備の設置などに多額の費

用を必要としたが，秋田大学年度計画推進経費の経済

的支援を得て実施することができたこの費用の高さ

から，小学校や中学校，高校などの学校単位で今回の

ような実践授業を行うのは難しい そこで，今回のよ

うな実践の促進には，小学生向け，あるいは複数の校

種で実施可能な科学普及活動の財政的支援の拡充が

いっそう求められる

謝辞本研究を実施するにあたり，たいへん多く

の方々のお世話になった．まず， ISSの運用機関であ

る米国航空宇宙局および「教育交信イベント」の共催

機関である宇宙航空研究開発機構，特に関係部署であ

る有人宇宙環境利用ミッション本部には，筆者らの提

案を採択し実践の順調な実施のために諸事にわたり

ご協力いただいた．教育交信イベントに際しては，業

務ご多忙のなか，古川 聡宇宙飛行士が講師として応

対してくださった．講演では講師として的川泰宣氏

に，また交信イベントの通信技術では NHKメディア

テクノロジーにお世話になった．教育交信イベントに

おける質問児童の募集や事前指導にあたり秋田県内の

各学校の教員のお手を煩わせた．秋田県立横手高校教

諭百木慶郎氏からは，高校における実践の例を紹介し

ていただいた．教育交信イベントでは，秋田大学の学

長，副学長ほか，多くの教職員および学生の方々のお

世話になり，無事に終えることができた．秋田学生宇

宙プロジェクトのみなさんには，展示でご協力いただ

いた．特に秋田大学国際宇宙ステーション教育交信イ

ベント実行委員会委員には，諸事にわたりひとかたな

らぬお世話になった．また，質問児童生徒のほかメイ

ン活動来場者の多くの方がアンケート回答にご協力く

ださった．本イベントの費用は，秋田大学平成 23年

度計画推進運営経費によった

筆者一同，お世話になった関係機関ならびに皆様方

に心より御礼を申し上げる
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国際宇

国際宇宙ステーションの宇宙飛行士との交信による遠隔授業

川村教一・山下清次・西圭子・永田 譲・松田 洋・田口瑞穂、・保坂学・明石和大・藤田静作

宙ステーションの宇宙飛行士との交信による遠隔授業 地学教育 65巻 4号， 145-160,2012 

〔キーワード〕国際宇宙ステーション，遠隔授業，教育交信イベント，宇宙飛行士

〔要旨〕国際宇宙ステーションから行う，小学生児童から高校生生徒向けの宇宙科学技術についての遠隔授

業を筆者らは実施した この授業は児童生徒からの質問に日本人宇宙飛行士が回答するものである．この

授業では，宇宙環境あるいは宇宙開発技術についての自主的な学習への動機づけや関心を高めた一部の

生徒には宇宙関連の職業への意識を高めた．

Norihito KAWAMURA Seiji YAMASHITA Keiko NISHI, Yuzuru NAGATA Hiroshi MATSUDA Mizuho 

TAGUCHI, Manabu HOSAKA Kazuhiro AKASHI and Seisaku FUJITA: A Remote Class by the Astronaut 

Onboard the International Space Station. Journal of Education of Earth Science, 65 (4), 145 160, 2012 
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A
山
口
｜
1
（］志）

つづき

子どもたちによる古川宇宙飛行士への質問の中で、一番面白いと思ったものと、

面白いと思った理由を教えてください。

［ 
資料2

7 

参観者アンケート（児童生徒用）調責主資料2

国際宇宙ステーション教育交信イベントアンケート

本日は国際宇宙ステーション教育交信イベントにご参加いただき誠にありがとうございます。

今後の参考といたしますので、アンケートへの回答にご協力をお願いいたします。

三
苫
鐸
lEUUν

本日のイベントを終えて、宇宙について①～⑥のことを知りたいと思いますか。

今の気持ちに近いものにOをしてください。その他知りたいことがあれば、⑦にご記入ください。

(5.とても知りたい 4まあまあ知りたい 3どちらでもない 3あまり知りたくない 1全然知りたくない）

①ロケットや宇宙船のこと 5 ・4 ・3 ・2 ・1 

②宇宙ステーションのこと 5 ・4 ・3 ・2 ・1 

③宇宙飛行士のこと 5 ・4 ・3 ・2 ・1

④宇宙医学のこと 5 ・4 ・3 ・2 ・1

⑤月や火星の調査や探検 5 ・4 ・3 ・2 ・1

⑥太陽系外の天体のこと 5 ・4 ・3 ・2 ・1

－たしこと ［ 

8 

学校名【

本日のイベントのことを何で知りましたか。最初に知っトもの安1つ撰んでOをしてください。

ア JAXAのホームページ イ秋田大学のホームページ ウイベントのチラシ エ新聞

オテレビ放送 力先生から聞いた キー家族から聞いた ク友だちから聞いた

ケー宇宙少年団の活動で知った コその他【

お客様の性別と学年、学校名をお聞かせください。

性別男・女 学年小・中・高【 】年生

］市，町，村

本日はどちらから来られましたか。

ア秋田市 イその他【

2 

3 

本日のイベントのご感想をご記入ください。9 

宇宙について、これまでどんな学習をしましたか。あてはまるものすべてにOをしてください。

ア学校の授業 イー本や雑誌 ウ新聞記事 エテレビ番組 オインターネット

カ博物館などの見学 キプラネタリウム ク天体観測 ケ宇宙関係施設の見学

コ宇宙のことを学ぶイベント サその他【

本日のイベント以外で参加した、宇宙についてのイベントが盆盆4孟♀をしてください。

ア秋田大学天文台の天体観察会 イ、ノユーズ宇宙船打上げライブ中継〔6月8臼〕

ウ ISSへの入室ライブ中継〔6月10日〕 工はやぶさ帰還カプセル見学ツアー〔7月2日〕

オ岡田達明先生の講演会〔7月23日〕 カ川口淳一郎先生の講演会〔2010年7月13日〕

キその他のイベント【具体的にご記入ください

4 

5 

本日のイベントの満足度についておたずねします。それぞれについてお答えください。

①秋田大学生による「字宙人に会いに行こうjの上映はいかがでしたか。

ア満足 イやや満足 ウ普通 エやや不満 オ不満

6 

10. 今後、秋田大学主催で宇宙についてのイベントを行う場合、どのようなイベントを希望しますか。

オ不満エやや不満

②先生による講演はいかがでしたか。

ア満足 イやや満足 ウ普通

③国際宇宙ステーションとの生中継、古川宇宙飛行士との交信はいかがでしたか。

ア満足 イやや満足 ウ普通 エやや不満 オ不満

④秋田大学学生宇宙プロジェクトの展示はいかがでしたか。

ア満足 イやや満足 ウ普通 エやや不満

力見ていないので分からない アンケートへのご協力ありがとうございました

オ不満

lfiliiのfF!ll！／.ごるご＇＠］~仁左2土L I 
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冬季日本海上で発生する雲の簡易モデル実験

A Simple Model Experiment of the Clouds on the Japan Sea in Winter 

間慮耕吉＊l.林 武広＊l・田中庸介＊2.三島安城＊3

Kokichi MADOKORO Takehiro HAYASHI Yosuke TANAKA and Yasuki MISHIMA 

Abstract: For teaching the clouds on Japan Sea in winter, we have developed a model 

experiment for students' studying about weather. The model has some merits to show how 

the clouds appear. And, the model is assembled with very simple materials that are a bicycle 

pump, a PET bottle and two food trays. 

Key words: junior high school science, weather, cloud, model experiment, winter weather 

1. はじめに

中学校理科における気象単元の指導において，平成

20年度改訂の中学校学習指導要領（文部科学省，

2008）では，改訂前の学習指導要領で省かれていた

「日本の天気の特徴」の内容が復活した．それに伴

い，冬季日本海上で発生する雲も再び取り扱われるこ

とになった．

中学校における気象単元に関わって，平成 15年度

小・中学校教育課程実施状況調査（国立教育政策研究

所， 2005）によれば，中学2年の小単元別の内容のう

ち，「天気の変化」に関わる内容で「よく分かる」と

回答した生徒の割合は， 38.2% (8小単元中 7位）と，

他の小単元と比べて低く，生徒にとって分かりにくい

単元という結果が示されたさらに，平成 13年度学

校教育課定実施状況調査では，単元内の詳細な調査も

行われ，その中で「天気図中の雲の位置，晴れの位置

を推定し気象衛星雲画像に対応させる問い」の通過

率が際立って低いこと（通過率 20.5%）が示された

（文部科学省， 2004). この設問は，連続した天気図に

温帯低気圧の移動に伴う雲の様子を示した気象衛星雲

習では，天気図と気象衛星雲画像の資料を見て，説明

を聞くだけの学習となり，生徒はそれらを十分に関連

づけて理解することが難しく 断片的な情報としてと

らえられやすいことが考えられる

追加された「日本の天気の特徴」の中で，特に大き

な扱いとなっているのは，冬の天気である（例えば塚

田ほか， 2012など） 冬型の気圧配置のときの天気図

と気象衛星雲画像を重ねると，高気圧が張り出してい

る圏内であっても，日本海上では特徴的な雲が分布す

るようになる．この現象は単元内で学習する低気圧・

高気圧周辺の雲のでき方の考え方では説明が困難であ

る．冬季日本海上で発生する雲のでき方についての記

述もされてはいるが，簡素な内容に止まっている（例

えば塚田ほか， 2012など）．このため，これらの雲に

関わる天気図や気象衛星雲画像といった資料は断片的

な情報としてとらわれやすいことに加えて，既習知識

の活用もしにくい内容と考えられる

冬季日本海上で発生する雲は日本の冬に見られる特

徴的な現象で，天気予報やニュースなどで見聞きする

機会も多いが，前述のとおり天気図と気象衛星雲画像

を関連づけることは中学生にとって非常に難しい内容

画像を対応させるといった比較的平易な問いであつ であり，既習の内容を踏まえた学習ではとらえにくい

た 現象でもある．そのため冬季日本海上で発生する雲

通過率が際立つて低い要因のーっとして，これまで を学習する際には，言葉や図による説明だけでなく，

の教科書（例えば竹内ほか， 2005など）に沿った学 生徒自身が体験的にこの現象をとらえることができる

*l 広島大学大学院教育学研究科 d 福岡市立城西中学校 時尾道市立日比崎中学校
2012年l月 17日受付 2013年l月9日受理
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活動が必要であると考える．そのような活動として一

部の教科書では， ドライアイスを使ったモデルを取り

上げている（塚田ほか 2012）.このドライアイスに

よる冬季日本海上で発生する雲の発生モデルの模式図

を図 lに示す．

このモデルでは椅麗な筋状に伸びる霧を発生させる

ことができるが，授業で使用することを考えた場合，

いくつかの間題点が認められる．まずは装置が大がか

りとな仏教師による演示実験に限定される点であ

る．次に，冷気の温度が非常に低いために， ドライア

イスを置いた周辺ですぐに凝結が起こり，冷気の移動

前から霧が発生している点である．はじめから霧が形

成されることで＼冷気が湯の上を通過する前から霧の

流れができている．そこで 湯の上を通過するときに

霧が濃くなることや，霧の量が増えることを指して，

日本海上で発生する雲のメカニズムを解説することに

なる．しかし気象衛星雲画像では大陸から少し離れ

たところで雲が発生していることから，この解説には

多少強引な印象を受ける

そこで，本研究では， ドライアイスによるモデル実

験の問題点を踏まえて 生徒自身が冬季日本海上で発

生する雲を体験的にとらえることのできる教材開発を

目指すこととした．具体的にはドライアイスによるモ

デルの欠点である，大がかりな装置であることや，湯

の上を通す前から霧が発生している点などを改善し

生徒実験としても使用できる簡易なモデル実験を考案

することを目指した．また，そのモデル実験を使った

授業の実践も行ったので，それらの成果の一端を報告

する

2. 雲発生のモデル実験

雲の発生モデルとしては，フラスコを使った断熱膨

張による温度低下によって凝結を再現するモデルが，

広く一般的に使用されている．このモデルは上昇気流

による雲の発生のメカニズムの解説に適用できるもの

で，低気圧の中心や前線付近の雲の発達から局地的な

積乱雲の発達まで，雲に関わる幅広い現象の解説に利

用できる． しかし，冬季日本海上で発生する雲は，天

気は良いとされる高気圧の張り出している場所や低気

圧が離れた場所であるにもかかわらず，海上で発達し

ているため，既習の考え方を単純に当てはめることは

難しい そのため，多くの教科書では図による解説に

止まっている． ドライアイスを使ったモデル実験もあ

るが，前述のとおりいくつかの課題が認められる

3. 新しい冬季日本海上に発生する雲モデル

(1) 冷気の供給方法の改善

ドライアイスを使ったモデルの問題点を踏まえて，

まずは冷気を供給する方法を検討することにした先

にも述べたとおり， ドライアイスは温度が低すぎてす

ぐに凝結を起こしてしまうことに加え，入手方法や管

理の手間やコスト面での負担が大きい．そこで，過度

に冷やし過ぎず，管理やコスト面でも優れる氷を利用

することにした．しかし氷で冷気を作る場合は， ド

ライアイスのように空気との比重の違いを利用して斜

面を自然に下降するような仕組みに代わる冷気の継続

的な供給方法が必要となる

そこで今回は，ベットボトル（500ml用の断面が

四角いもの）と自転車の空気入れを利用した冷気供給

装置を作成した．っくりは単純で，氷をペットボトル

湯を入れたJfット

図1 ドライアイスを使った冬季日本海上に発生する雲のモデル実験
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の中に入れて，ベットボトルの側面，下方に水平方向

のスリットを作り，上の口から自転車の空気入れで＼

空気を送り込む仕組みである．さらにペットボトル内

部に別のベットボトルで隔壁を作り，これを挿入して

（図 2），空気を多くの氷の聞に通すことで冷却しやす

い構造にした（図 3）.隔壁を入れるために側面を一

度大きく切り開く必要があるが，このほうが，ペット

ボトルに氷を入れやすいという利点も生まれた．開く

ために切り取った部分にスリットを作り，隔壁と氷を

入れた後にクラフトテープなどでスリット以外から空

気が漏れないように固定した（図 4）.なお，スリッ

トの位置は，後述する容器の高さに合わせて作る必要

がある

この装置で冷気を作った場合，冷気の温度が0℃以

下になることはなく，冷気中で凝結を起こすことはな

く，霧のない冷気を作ることができる．氷を入れた

ペットボトルを冷凍庫で十分に冷やして取り出した直

後（ペットボトル内の温度は－10℃以下）ならば，

吹き出し口から 3cmの位置で 4℃以下の空気が送り

図2 冷気供給装置の作り方

氷

隔壁

図3 冷気供給装置の仕組み

出せる．ペットボトル内の氷が溶け始めても 30分以

上は 7℃以下の冷気を安定して送り出し続けることが

可能である

(2) 装置全体の低コスト，コンパク卜化

この冷気供給装置では， ドライアイスの場合のよう

な冷気が下る大がかりな斜面は必要なくなり，冷気の

移動区間（大陸に見立てる部分）と，湯（日本海に見

立てる部分）を入れる容器を準備すれば実験装置全体

を完成することになる．今回は二つの発泡スチロール

トレーを用意した大きさは横 13cm，縦 20cm，深さ

3cmと面積は一般的な食品トレーのサイズであるが，

比較的深いものである この二つのトレーを縦長に並

べて，一つは裏返して大陸と見立て， もう一つを普通

に置いて日本海に見立てた．裏返しのトレーの端に冷

気供給装置を置き，その反対側にあるトレーに湯を入

れる．ペットボトルやトレーなどの準備物も再利用を

すれば， l個 800円程度の自転車の空気入れ以外に新

たに購入するものはなく，コスト的に非常に優れてい

る．さらに，装置全体がコンパクトでつくりや操作も

図4・a 空気冷却装置の作製
左：本体，右：隔壁を切り取ったところ

図4・b 完成した冷気供給装置と冷気が出るスリット
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簡易なため，教師による準備の手間も少なし生徒が 発生することが確認できるようになる（図 7）.発生

行うモデル実験として利用しやすいと考える（図 5). する場所に注意して観察すると，裏返したトレー上は

(3）冬季日本海上に発生する雲の再現 凝結核を含む冷気が通過しても，何も見えないが，湯

図5のように装置を組み立てた後，湯をトレーに入 の上に出ると冷気の流れに沿った霧が形成されていく

れる．湯の温度は，室温 14～20℃，湿度 40～60%の 様子が分かる（図 8）.ただしドライアイスモデル

範囲であれば， 35～40℃が目安となる．約 40℃の湯 のように実際の冬季日本海上に発生する雲に近い形状

をトレーの上側の縁から 5mm以内の深さまで注い を再現することはできない．しかし中学生にとって

で，しばらく放置する．はじめは湯気が立つが，やが は，低気圧が離れた場所にあっても，冷気が暖かい海

てそれは消える．湯気がほとんどなくなったことを確 上を移動するときに水蒸気を受け取って雲が発生しゃ

認して，冷気を送り出す．すると，裏返したトレー上 すくなる現象を理解させることが重要であることか

では変化はないが，湯の上を通過するときに冷気の流 ら，形状の再現性は特に重要ではないと考える

れに沿って薄い霧が発生することを確認できる．この 空気の送り出しは， I～2秒に 1回のポンピング程

ときの霧は明瞭ではないが，凝結核を供給すれば明瞭 度が観察にはちょうど良いベースであった．このモデ

な霧となる．凝結核は 火のついた線香を空気入れの ルではペットボトルが，シベリア気回（高気圧）の中

空気吸い込み口近くに固定することで，継続的に供給 心，裏返しのトレーが大陸，湯が日本海と，それぞれ

できる（図 6）.また，煙を冷気に混ぜても空気入れ の装置の役割も明確にすることができ，大陸上では雲

内部やペットボトル内で撹拝されるため，送り出され が発生していないという実際の現象に近い形を再現す

た冷気に煙のようなものも肉眼では確認できない． ることが可能となった．特に冷気の送り出しが自在に

この冷気を送り出すことで，細く伸びるように霧が コントロールできる点や， ドライアイスの比重による

図5 簡易モデル実験装置全体

図6 凝結核を冷気に含ませる仕組み

司 国

~•· Jr~芸
品川：ω 町一二士一吋明吋

図7 モデルによる雲の見え方
左．冷気を送ったとき（上から見た様子）

右上：冷気を送る前（横から見た様子）
右中・下：冷気を送ったとき（横から見た様子）

図8 モデルによる霧のでき方
左側から冷気を送ると，線より右の湯の上で冷気
の流れに沿った霧が発生する
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表 I 実際の冬季日本海上に発生する雲と各モデルの比較

冬の筋状雲のでき
方

寒気（冷気）の移動要因 気圧の差

大陸（冷気の発生点）で
凝結しない

の水蒸気

大陸上（斜面または裏返 雲はほとんど無く晴
したトレー）の移動区間 れている

海上（湯の上）の移動区
大陸カも少し離れた
ところで凝結が起こ

問
り，筋状雲を生じる

冷気の移動ではなく，圧力によって冷たい風を起こす

点においても， ドライアイスを使ったモデルよりも実

際の条件を適切に再現しているモデルと言える（表

1) 

なお，今回の予備実験や授業での利用は限られた条

件で、行っており，夏の教室のような高温多湿の条件下

で、の再現の確認は行っていない

4. 授業での利用

(1) 調査対象

開発したモデルを試行的に実際の授業で使用した

今回の実践は，中学校ではなく，広島大学・マツダ財

団共同事業である科学わくわくプロジェクトの中学生

対象の科学演習講座「ジュニア科学塾」（広島大学科

学わくわくプロジェクト研究センター， 2012）の講座

で行った この「ジュニア科学塾」は公募により集

まった広島県内の中学生 24名を対象とした科学演習

講座で，広島大学と公益財団法人マツダ財団の主催に

より年 5回開催している．生徒は公募で参加してくる

生徒のため，理科に対しての興味関心が特に高く，理

科全般に対する理解度も高い生徒が集まっている

(2) 捜業の様子

平成 23年度の「ジュニア科学塾」では， 1年間

「水」をメインテーマとした講座を実施している. 4 

回目にあたる今回の講座内容は地学領域にあたる「降

水と防災」である．この講座に参加している中学生は

l年から 3年までの全学年の生徒 21名（3年生 12名，

2年生 2名， 1年生 7名）が参加しており，中学 2年

ド、ライアイスを使った
開発モデル

モデル

炭酸ガスの比重によ
ポンプの圧力

る降下

凝結し霧を生じる 凝結しない

筋状の霧を生じる 何も見えない

筋状の霧が濃くなる
凝結し，筋状の霧を
生じる

生も気象単元は未習であった

講座は 60分授業を 3時間構成で行った．はじめの

2時間で雲のでき方と降水についての授業を行った．

この授業の 1時間日には断熱膨張による雲のでき方を

演示実験やビデオなどの視聴覚教材を活用しながら解

説を行った．このとき，空気の上昇によって温度が下

がること，温度が下がると水蒸気が水滴に変わり雲が

発生すること，低気圧近くでは空気が上昇し雲が発生

しやすく，高気圧近くでは空気が下降し晴れやすいこ

と雲が発生するには凝結核が必要になることを主な

ポイントとして強調した．これは中学 2年の雲のでき

方の学習内容に沿ったものである

2時間目には，冬の天気図と気象衛星雲画像を資料

として， 日時や日本の各地の空模様・気温などの情報

も含めて提示し生徒達に雲の分布の特徴を箇条書き

で挙げさせた．次に，その雲の分布の特徴から， 日本

海上で発生する雲がどのようにできるか考えさせ，図

と言葉で表現させたこの段階で冬の天気について，

すでに学習している 3年生 12名のうち，「大陸の冷た

い空気が日本海を渡るときに 水蒸気を受け取って雲

ができた.Jと正しく説明できた生徒はわずか2名で，

残りの 10名は説明できなかった. 1. 2年生の 9名も

説明できなかった．説明できない 1.2年生はほぼ全員

が無回答で，記述した 3年生については一般的な上昇

気流による断熱膨張の図を示す程度で，上昇気流の要

因などについては説明できていなかった

その後，風の吹き方， 日本海の対岸にあたるウラジ

オストックの気温（このときのデータは－17℃），日
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図9 生徒のレポート例

本海の水温は 10℃程度であることなどの情報をさら

に与えたうえで，再度冬季日本海上に発生する雲ので

き方を考えさせたこの段階で内容の確認や全体への

解説は行わず，今回開発したモデル実験装置を渡し，

各装置の役割（ペットボトル＝シベリア気団，裏返し

たトレー＝大陸，湯＝日本海）を明示して，実験を行

わせた

すべてのグループにおいて霧の発生に成功し最後

に日本海上で発生する雲のでき方について，まとめ直

しをさせた全生徒が高気圧から吹き出す冷気は陸上

では変化しないが，暖かい海上を通過するときにたく

さんの水蒸気を受け取ることで雲が発達することを，

表現することができた（図 9)

5. まとめ

今回対象とした生徒たちは理科に対する興味関心，

理解度ともに高い生徒たちであるにもかかわらず，冬

の天気，冬季日本海上で発生する雲について学習を終

えている 3年生 12名のうち，そのでき方を説明でき

た生徒はわずか 2名であった．このことからも気象単

元の定着が難しいことがうかがえる これらについて

は，学校における「日本の天気」の学習が，教師によ

る説明とビデオなどの視聴覚教材に頼らざるをえない

状況であるため，生徒の理解を深めるための主体的な

活動が仕組みにくいといった要因が考えられる 冬季

日本海上で発生する雲のモデル実験としては， ドライ

アイスを使った大がかりな演示実験が教科書にも紹介

されている．このモデルで発生させる霧は実際の雲に

近い筋状の形を再現できるが，実際に授業で行う場合

には装置の管理やコストの面や前述したような課題が

あり，生徒実験としては取り入れにくい．一方，今回

紹介した簡易なモデル実験であれば，材料もやすく入

手可能で，管理も難しくない．そのため，生徒実験と

して学校の授業に取り入れることは可能といえる．説

明が中心となりやすい単元であることから，生徒実験

として取り入れられるこの簡易モデルは，生徒が主体

的に現象をとらえる方法として意義を有すると考えら

れる

ただし実際の冬季日本海上に発生する雲は海面付

近の気温と大陸から吹き込む冷気との寒暖の差による

大規模な対流によって形成される積乱雲であるため，

ここで示したモデルによる現象がそのまま成因に当て

はめることは適切ではない．指導に当たっては，低気

圧から離れた場所においても，冷気が暖かい海上をi度

る際に水蒸気の供給を受けることで雲が発生しやすく

なる点をとらえさせることに重点をおくことが必要で

ある．今回は生徒実験としても利用ができる冬季日本

海上で発生する雲の簡易モデル実験の方法についての

報告であるが，今後は実際の学校の授業で活用すると

ともに，実際の現象との違いを踏まえた指導方法の検

討も含めた実践研究につなげていきたい．
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間慮耕吉・林武広・田中庸介・三島安城：冬季日本海上で発生する雲の簡易モデル実験地学教育 65巻

4号， 16ト167,2012 

〔キーワード〕中学校理科，気象，筋状雲，モデル実験，冬の天気

〔要旨〕中学校において，冬季日本海で発生する雲を授業で扱う場合，視聴覚教材を使った解説が中心とな

りやすい．そこで，この雲が発生する仕組みを再現できる簡易なモデル実験の開発を行った開発したモ

デルはこれまで知られていたドライアイスを使ったモデルよりも，実際の現象に近い条件を再現できると

ともに，自転車の空気入れとベットボトル，食品用トレーといった安価で入手や管理が容易なもので作成

できる．操作も簡単で生徒実験として利用することも可能である

Kokichi MADOKORO, Takehiro HAYASHI, Yosuke TANAKA and Yasuki MISHIMA: A Simple Model 

Experiment of the Clouds on the Japan Sea in Winter.journal of Education of Earth Science. 65 ( 4), 161-167, 

2012 
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地層宅配便・ミニシンポジウム ーはぎ取り標本の有用な使い方を議論一

2012年 7月30日，京都教育大学で地層宅配便・ミ

ニシンポジウムが行われた．

地層宅配便とは，「露頭に子どもを連れていけない

ならば教室に露頭を届けてあげよう！」仁京都教育

大学・中野英之さんが中心となって，本学会広報委員

会で取り組んできたプロジェクトである

(http://www12.ocn.ne.jp／～kyo2sci/profilel.html) 

2011年は台風 12号・東日本大震災と非常に大きな

災害があったが，直接被害を受けなかった人たちのな

かでは風化してきている．風化せずに人々が防災に務

め続けるためには，地学に関する事象・法則や土地に

ついて，実感を伴って理解することが大切であると，

シンポジウムに参加し再度認識した．これらの理解を

補足するのに，地層宅配便による地層はぎ取り標本は

有用である．標本には，地学的な事象・法則や土地の

情報が詰まっているだけではなく，教室で落ち着いて

地層宅配便・ミニシンポジウムのポスター

はぎ取り標本作製に挑戦する参加者

はぎ取った標本作製

集合写真
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複数の標本を比較することが可能となり，地層の学習 実践例」を報告した根室の津波堆積物など宅配可能

がはかどるメリットがある． なはぎ取り標本の紹介があり 盛会のうち終了時間と

・午前の部地層はぎ取り実習 なった

まずは，大学近くの露頭で実際にはぎ取り標本作製

に挑戦した

．午後の部講義と実践報告

基調講演として，甲南大学・林慶ーさんによる「地

学分野の教材の特徴と課題」があった地学教材は，

主に「実物」「モデル」「データ」の 3要素からなり

たっていること，また，各教材の位置づけ，それぞれ

の要素の利点・欠点を理解していることが大切である

という話の骨子であったさらに，死者・行方不明者

約 100名，負傷者約 100名が出た 2011年の台風 12号

による土砂災害について，フィールド調査の結果色

モデル実験も含めて解説いただき，この災害の要因を

理解した

地層宅配便の利用 No.1は福島大学附属小学校だそ

うだ. 2011年の東日本大震災・原子力発電の事故に

より，これまで、野外で、行ってきた授業（地層・生物観

察など）が，福島県内では行いづらい状況であるため

である 室内で地層観察が行える地層宅配便は，うっ

てつけの教材だったようだ．福島大学附属小学校・菅

野望さんの報告「地層宅配便を利用した教育実践と復

興に向けた福島の教育現場の取組みjでは，そのほ

か，さまざまな工夫をし授業を行っているとともに，

今後の福島の理科教育について考え，活動されている

姿に話に心が打たれた．

つづいて，京都教育大学・川崎善照さんから「大学

院生として地層宅配便プロジェクトに参加した経験」

と題した実践報告をしていただき，広報委員・小尾が

「フィールドワークと地層宅配便を併用した防災授業

室内講義と野外実験を合わせて解説をする林さん

福島の未来も含め熱く語る菅野さん

地層宅配便で借りられる標本コレクションを紹介

会場の様子
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第 7回常務委員会議事録

日時：平成 24年 7月9日（月)18時 30分～20時

場所：淑徳大学池袋サテライト・キャンパス

出席者・牧野泰彦・馬場勝良・松森靖夫・伊藤 孝－

清水政義・高橋修・漬田浩美・加藤尚裕

議事録の確認

第 6回常務委員会議事録（案） (H24ι23）の確認を

行い，了承された

議題

1. 地学教育学会講演予稿集（発表原稿）の転載許可

願いについて

この議題について審議を行ったその結果，審

議が十分できる資料が不足しているため，次固ま

でに転載許可に関する規則の原案を作成し継続

審議となった．

2. 学会賞・学術奨励賞について

選考委員 5名の選出を行った常務委員会メー

ル会議で受賞者の決定を行うことが了承された

3. 「地学教育功労賞」および「渡部景隆奨励賞」に

ついて

「地学教育功労賞」については推薦なし「渡部

景隆奨励賞」については， 4件の推薦（茂庭隆彦

（岩手），戸倉則正（大阪），平松良夫（岡山），富

永良三（広島））があり，選考のうえ，同賞の授

与が決定した

4. 平成 23年度事業報告（案）および会計報告（案）

について

一部修正のうえ，了承された．

5. 平成 24年度事業計画（案）および会計予算（案）

について

一部修正のうえ，了承された．

6. 平成 24年度岩手大会について

岩手大会の準備状況について報告され，了承さ

れた

7. 入会者・退会者について

今回は入会者2名，退会者11名，会員種別変更

1名，除籍者28名（学生6名，正会員22名）が承

認された（平成24年6月30日現在：名誉会員5

名，正会員507名，学生会員 12名，在外会員3名）

入会者：伊藤光雅，青木桂子

退会者：有田正志，大附邦夫，五藤周一，紺谷吉

弘，平尾藤雄，藤田秀樹，山本晴彦，山

崎謙介，高畑早苗，前田由紀，花山秀和

除籍者：古津亜紀，立山英之，小池邦昭，真砂佳

菜子，芦j畢尚子，上嶋宏樹，香内修，

小関恒夫，粛 隆，坂本隆彦，鈴木秀

義，瀧i事金光，田房美穂、， j賓田隆士，福

士和夫，藤田宏，藤本丑雄，松田義

章，渡辺良範，渡辺公一，小川義和，丸

山郁子，横山義人，高野稔之，市原季

彦，山田智，鈴木数成，深津裕治

8. その他

1) 日本地球惑星科学連合の依頼を受け，プログ

ラム委員 2名の選出を行った．連絡委員 l名

も選考中．

報告

1. 平成 24年度役員選挙結果について

松森選挙管理委員長から会長 1名，評議員 8

名，監事 1名が決まったことの報告があった

会長（任期平成 24年度～平成 25年度）：牧野

泰彦，評議員（任期平成 24年度～平成 26年

度）：川村教ー（北海道東北地区）・五島政一（関

東地区）・松森靖夫（関東地区）・米津正弘（関東

地区）・藤岡達也（中部地区）・淀江靖弘（近畿地

区）・岡本弥彦（中国四国地区）・三次徳二（九州

沖縄地区），および監事（任期平成 24年度～平成

25年度）：池田幸夫が選出された

2. 寄贈交換図書

．日本理科教育学会（2012）：理科の教育 05,Vol 

61，通巻 718号

－日本理科教育学会（2012）：理科の教育 06,Vol. 

61,通巻719号

－東京地学協会（2012）：地学雑誌， Vol.121, No. 2 

．産業技術総合研究所地質調査総合センター編

(2012/6）：地質ニュース， Vol.l, No. 6 

－熊本地学会（2012）：熊本地学会誌， 159号

・東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科



学会記事 (27)-171 

(2012）：学校教育学研究論集， 25号

3. その他

1) 牧野会長より，日本理科教育会が主催する理

振法 60周年記念大会実行委員会への委員

（小・中・高校の教員） 2名の選出の依頼が

あった．

＊次回 第 1回常務委員会は， 10月 15日（月）開催

第8回 常務委員会議事録

日時・平成 24年 8月 26日（日） 15時 00分～17時

00分

場所：東京都立両国高等学校

出席者：牧野泰彦・馬場勝良・松森靖夫・伊藤孝・

高橋修・南島正重・加藤尚裕

議事録の確認

第7回常務委員会議事録（案） (H24.7.9）の確認を行

い了承された．

場 所・神奈川県立生命の星・地球博物館

演者・「地球全史」を巡る旅（九州大学・

清川昌一氏），ほか 4件の講演およ

び講演者書籍紹介，講演者との交流

ム一品

2) 広報委員長の交代について

伊藤 孝・広報委員長が新編集副委員長に就

任するに伴い，新広報委員長には，植木岳雪

副委員長を昇格させることが提案され承認

された

3) 第 13回「こどものためのジオ・カーニパル」

の後援について

こどものためのジオ・カーニバル企画委員会

より， 2012年 11月3日（土）， 4日（日）に大

阪市立科学館で第 13匝「こどものためのジ

オ・カーニパル」を実施することに関する後

援の依頼があり，承認された

報告

議題 1. その他

1. 編集についての細則について 会長より．東日本大地震に対する日本地学教育

まず，「日本地学教育学会編集委員会規則J案 学会としての意見表明をするという意味合いか

について審議を行い，本規則を平成 24年8月26 ら，岩手大会の内容を特集として学会誌「地学教

日から施行することを承認した．次に，「編集に 育」に掲載する旨の報告があった．

ついての細則」案について審議を行い，「査読者 ＊次回 第 l回常務委員会 10月 15日（月）開催

2名」の文言の修正を行い，平成 24年 8月26日

一部改正することを承認したなお，「原稿の審 平成 24年度第 1回常務委員会議事録

査および受理」に関する内容については，早急に 日 時：平成 24年 10月 15日（月） 18時 00分～20

編集委員会で議論し，常務委員会に提出してもら 時00分

い，審議することになった 場所：筑波大学東京キャンパス文京校舎

2. 編集委員会の移管について 出席者：牧野泰彦・馬場勝良・松森靖夫・伊藤孝・

旧編集委員会から学会誌「地学教育」 7月号の 植木岳雪・清水政義・加藤尚裕

編集を新編集委員会へ移管する旨について提案が

なされ，了承されたそれに伴い，新編集委員会 議事録の確認

の委員長（藤岡達也・上越教育大学）と副委員長 第8回常務委員会議事録（案） (H24.8.26）の確認を

（伊藤孝・茨城大学）が承認された 行い，了承された

3. その他

1）今年度の地学教育フォーラムについて 議題

広報委員長より，平成24年度地学教育フォー 1. 平成 24年度岩手大会の終了について

ラムプログラム（案）が提案された． 名越利幸大会実行委員長に代わり，牧野会長か

テーマ：『地学を愛する人生の達人一2j「地 ら平成 24年度全国地学教育研究大会・日本地学

学と旅」 教育学会第 66回全国大会岩手大会が多くの参加

日時：平成 24年 11月 10日（土） 13:00か 者を得て，盛況であった旨の報告があり，了承さ

ら20:00 れた
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また，岩手大会の内容を特集として学会誌「地

学教育」（7月号）に掲載する旨の提案がなされ，

了承された．

2. 平成 25年度以降の大会について

平成 25年度全国地学教育研究大会・日本地学

教育学会第 67回全国大会（大阪大会）（案）とし

て，以下の内容が報告され，了承された

会場：大阪教育大学天王寺キャンパス

日程： 8月 16日（金）：現職教員向けワーク

ンヨツフ

8月 17日（土）：開会式，総会，講演会，

研究発表，懇親会

8月 18日（日）：研究発表

8月 19日（月）：野外見学会（その 1)

8月20日（火）：野外見学会（その 2)

また，平成 26年度（2014年）は北海道教育大

学で開催予定であり，平成 27年度（2015年）は

鳴門教育大学で開催する方向で検討中であること

が報告された

3. 地学教育学会講演予稿集（発表原稿）の転載許可

願いについて

編集委員会が中心となり，転載許可願いに関す

る規定の原案を作成し常務委員会に提出しても

らい，審議することになった

4. 編集についての細則について

第8回常務委員会で承認された「編集について

の細則」の文言の確認を行い，了承された

5. その｛也

1) 常務委員の追加について

牧野会長より植木岳雪（産業技術総合研究

所）新広報委員長を常務委員として推薦した

い旨の提案があり，承認された

2) 教科「理科」関連学会協議会について

牧野会長より，平成 25年 5月 18日（土）に

「（仮称）中学校理科新学習指導要領になって

の一年～現場からの報告～」が開催される予

定になっている 本学会から報告者として公

立中学校の先生を推薦したい旨の提案があ

り，次固までに推薦者を募ることになった．

3) 日本地球惑星科学連合について

牧野会長より，オープンアクセスの電子英文

ジャーナルの創干lj （平成 26年 1月予定）に

向けて．本学会からも編集委員 1名と運営委

員 l名を選出したい旨の提案がなされた．審

議の結果，編集委員 l名は，「地学教育」の

編集委員長を充て，運営委員の選出は現時点

において保留することとした

4) 教育学関連学会について

牧野会長より，佐藤学氏（学習院大学）を中

心として教育に関係する関連学会（参加予定

学会，およそ 100学会）の発足の準備が行わ

れている．本学会も参加するかどうかが審議

され，現時点においては結論を保留すること

とした．

5) 日本理科教育振興協会について

牧野会長より，理科教育振興法 60周年記念

大会が平成 26年 1月 11（土）・ 12日（日）に

行われるに伴い，本学会から数名参加する旨

の提案があり，了承された

6) 編集委員会の委員について

報告

藤岡達也編集委員会委員長に代わか伊藤孝

副委員長より編集委員会委員（案）が提案さ

れ，承認された

1. 各種常置委員会から

1) 広報委員会の活動内容について

植木岳雪広報委員長より，広報委員会の活動

内容に質問があり，協議の結果，学会の PR

活動を中止に行うことの確認がなされた．な

お，今後，企画・運営に関する内容を扱う企

画委員会と学会の PR活動に関する内容を扱

う広報委員会の活動内容の区分けを行ってい

くことが確認された

2. その他

1) 牧野会長より，以下の 3点の内容を入れた選

挙管理委員会の細則の作成に関する提案があ

り，次回常務委員会で選挙管理委員会細則に

ついて審議することになった．

－候補者に結果を知らせる

－常務委員会の報告記事でも票数を明示す

る

・次回の選挙では，候補者の意志表明を A4

の 1/2あるいは 1枚にまとめて投票用紙と

一緒に配る

2) 旧広報委員長より，平成 24年度地学教育

フォーラム参加の依頼があった．

＊次回 第2回常務委員会 12月 10日（月）開催



会員の皆様へのお知らせ：「地学教育J誌の発行遅延について

平成 25年 1月9日（水）

学会活動につきましては，いつもお世話になりましてありがとうございます．

学会誌「地学教育」の発行が大幅に遅れており，会員の皆様には大変ご迷惑をおかけしております．昨年 7

月，前編集委員長の突然の辞任および編集委員会の解散となり 編集作業・事務が滞ることになりました新編

集委員会を急逮立ち上げましたが，原稿の受け渡しゃ査読作業の確認など大変な作業となっています．新編集委

員会の努力でようやく見通しが立ってきており， 7月号に相当する第4号を 2013年 1月に発行しその後に岩

手大会の特集号も予定しております．

誠に申し訳ございませんが，「地学教育」の発行は下記のとおりに遅れますことをお知らせします．

－地学教育65巻，第4号・………1月下旬発行の予定：本号です

・地学教育65巻，第5・6号……2月下旬発行の予定

日本地学教育学会

会長牧野泰彦
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